
令和７年度

第２回県部活動地域移行連絡会



国ガイドラインの構成

部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン（令和７年12月）



２

「改革実行期間」（Ｒ８～13）における部活動改革の方向性（全体像）

部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン（令和７年12月）



4

部活動の地域展開等の推進における「都道府県」と「市区町村等」の役割

部活動改革及び地域クラブ活動の推進等に関する総合的なガイドライン（令和７年12月）
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6

次年度新補助金スケジュール（案）

スポーツ庁 事業説明会資料（令和８年１月20日）



国

改革推進期間の総括として全市町村の
取組を記載

令和８年度中に「公立中学校における部
活動の地域移行に係る神奈川県の方針」
を改訂

神奈川県の学校部活動に関する方針を改定

県の方針の改訂に向けて（予定）

県

●市町村の取組を踏まえた県の方向
性の検討

目的

●取組事例と市町村間連携の横展開
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検討会構成団体

県の方針改訂に係る検討会

■公立中学校における部活動の地域移行に係る神奈川県の方針改訂検討会

第１回：令和７年６月26日
第２回：令和７年８月26日

主な意見



これまでの取組

～令和７年度

○各市町村の取組の進捗状況の把握
○情報交換・相談・助言による支援
○広域連携に係る取組への支援
○県・市町村の協議会等への参画 等

２名のコーディネーターによる、県内全市町村
との情報交換

県地域クラブ活動コーディネーターの見立て

課題の階層構造

課題１ 自治体における推進体制の構築と全体計画

課題２

課題３

課題４

課題５

運営・実施主体（受け皿）の確保と活動の質の保障

持続可能な財源モデルの構築

指導者の「量」と「質」の確保・向上

関係機関との連携と合意形成

改革を牽引する司令塔機能をいかに構築し、実効性のある計画を策定するか

子どもの活動の「場」となる地域クラブをいかに確保し、その活動の質をどう担保するか

誰がどのように費用を負担し、事業を継続させていくか

指導者をいかに集め、その能力を高め、安心して活動できる環境をどう作るか

学校、保護者、競技団体、大学、企業など多様な関係者との協力体制をいかに築くか

令和８年度からの本格的な地域展開に向けて

様々な規模、多様な取組を創出することで、県内の取組を加速

課題解決のために 地域展開の実現のために、コーディネーターの存在は重要。（専門的知見や“つなぐ”役割の重要性）

取組が進めば

実現に向けて

各自治体の取組が近隣自治体へ波及し、相乗効果を生み、取組が加速する。

地域の実情に応じた取組を推進し、地域資源を最大限活用するために、その地域に特化したコーディ
ネーターを配置する。

各課題は相互に連動し、PDCAサイクルを回しながら継続的に改善



目指す姿

・教育事務所管内を１つの「地域」と捉え、管内市町村の地域展開の取組状況を把握する。
・必要に応じて、助言及び相談、情報提供等を行い、管内市町村の取組を推進する。
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進捗状況の把握、実情に応じた取組に対する助言・相談等による支援

情報共有、相談等による連携
教員経験者や民間有識者、公認ク

ラブマネジャー等、学校体育及び地
域スポーツ・文化芸術活動に関する
知見及び、市町村教育委員会等との
連絡調整を行うに当たり、ふさわし
い資質と能力を有する人物や団体。

湘南三浦 県央 中 県西

総括コーディネーター
どんな人材や団体が考えられるか

地域に特化したコーディネーターについて

政令・中核

コ コ ココ

市町村コーディネーターの配置促進

ふさわしい資質と能力を有するコーディネーターの発掘及び選定と、それに係る各関係機関等との調整は慎重に
進めていく必要があることから、まずは１地域に配置し、効果を検証した上で、他地域への配置を進めていく。

イメージ

配置に向けて
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